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短報

アミトリセンベイサンゴLeptoseris amitoriensis（イシサンゴ目 
ヒラフキサンゴ科）の奄美大島からの記録

First record of the coral Leptoseris amitoriensis (Scleractinia, Agariciidae) from Amami-oshima 
Island, Japan

藤井琢磨 1)・立川浩之 2)・横地洋之 3)

Takuma Fujii1), Hiroyuki Tachikawa2) and Hiroyuki Yokochi3)

Leptoseris amitoriensis Veron, 1990 is recorded on the basis 
of specimens from the southern coast of Amami-oshima Is-
land, Kagoshima, Japan. The colonies of L. amitoriensis was 
found on the bottom edge of a sandy slope at 31 m depth in 
Atetsu Bay, Oshima Strait. The paratypes examined in this 
study (CMNH-ZG 08451, RUMF-ZG-04388 and RUMF-
ZG-04389: collected by one of the author of this study) ap-
pear to make up the entire type series to the exception of the 
holotype. The feature that corallite rims are slightly raised 
compared to the coenosteum was observed in both the speci-
mens in this study and the paratypes, and this is considered 
to be an additional diagnostic character of this species. This 
report represents the northernmost record of this species and 
the second record in Japan.

Key Words: Scleractinia, Agariciidae, Leptoseris, meso-

photic, distribution, Amami-oshima Island, Ryukyu Islands

はじめに

センベイサンゴ属Leptoseris Milne Edwards and 

Haime, 1849（刺胞動物門花虫綱六放サンゴ亜綱ヒ

ラフキサンゴ科Cnidaria: Anthozoa: Scleractinia: Agar-

iciidae）は18種で構成され，洞窟性の1種を除く17

種が褐虫藻共生を行う（Hoeksema, 2012; 2015）．本

属は礁斜面の深場やオーバーハングの下，海洞の入

口付近など弱光環境に出現するとされ（Dinesen, 

1983； 西平・Veron, 1995など），例えばハワイ周辺

海域では60 m以深での優占種群となっている（Kahng 

and Kelly, 2007など）．

アミトリセンベイサンゴLeptoseris amitoriensis 

Veron, 1990は世界的にも報告例が少なく，生態が明

らかにされていないイシサンゴ類の一つである．生

息域が限られ極度に分断されていることなどを理由

として，国際自然保護連合（IUCN）が定めるレッ

ドリストにおいて準絶滅危惧 （NT） （Hoeksema et al., 

2008）に，環境省が定める海洋生物レッドリストに

おいて絶滅危惧 II類（VU）に指定されている（環

境省，2017）．著者らが奄美群島奄美大島南部の大

島海峡で実施したイシサンゴ目の種多様性調査にお

いて，本種の群集が発見された．本報告では，本種

の標本に基づく新たな分布を記録すると共に，新た

に得られた標本とパラタイプの形態比較によって得

られた新知見について報告を行う．
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材料と方法

標本はスキューバ潜水により徒手採取し，得られ

た群体から軟体部を取り除き乾燥骨格標本を作製し

た．各部（群体末端部の厚さ，莢の直径と高さ，肋

の幅）の計測はノギスを用いて0.1 mm単位で測定

した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博

物館（KAUM），千葉県立中央博物館分館海の博物

館（CMNH）にて保管されている．比較標本として

千葉県立中央博物館分館海の博物館（CMNH）およ

び琉球大学博物館風樹館（RUMF）にて保管されて

いるパラタイプの観察も行った．

結果と考察

Leptoseris amitoriensis Veron, 1990 
アミトリセンベイサンゴ 

（Figs. 1–2）

標本　3群体4標本： KAUM-CN-7，鹿児島県奄美

大島阿鉄湾（28°11′05″N, 129°17′03″E），水深31 m，

2016年3月5日，藤井琢磨； KAUM-CN-8，鹿児島県

奄美大島阿鉄湾 （28°11′05″N, 129°17′03″E），水深31 m，

2016年7月9日，藤井琢磨・立川浩之； CMNH-ZG 

07853，KAUM-CN-8と同一群体； KAUM-CN-9，鹿

児島県奄美大島阿鉄湾（28°11′05″N, 129°17′03″E），

水深31 m，2016年10月2日，藤井琢磨．

比較標本　1群体3標本： CMNH-ZG 08451，沖縄

県西表島網取湾，水深54 m，1988年10月1日，横地

洋之，パラタイプ．RUMF-ZG-04388，沖縄県西表

島網取湾，水深54 m，1988年10月1日，横地洋之，

パラタイプ．RUMF-ZG-04389，沖縄県西表島網取

湾，水深54 m，1988年10月1日，横地洋之，パラタ

イプ．

本種の原記載（Veron, 1990）では，沖縄県西表島

網取湾産の5標本 （“5 specimens coll. H. Yokochi”） を

材料として用いたと記されており，これらは全てタ

イプシリーズとなる．1989年にVeron博士が西表島

を訪問して調査を行った時点で著者の横地が採集し

た本種の標本は1群体のみであり，この群体が4つ

の破片に分割されたうちの一つが原記載で指定され

たホロタイプ（G32481： Queensland Museum所蔵）

である．以上の経緯より，タイプシリーズを5標本

としたVeron （1990） の記述は4標本の誤認の疑いがも

たれる．今回比較標本として用いた3標本 （CMNH-

ZG 08451，RUMF-ZG-04388およびRUMF-ZG-04389）

はホロタイプと同一群体の破片であり，タイプシ

リーズの一部であるため，客観的にパラタイプであ

ると判断される．

生息環境　本種の標本は奄美大島南部大島海峡中

央部に位置する阿鉄湾内の水深約30 mの緩やかな斜

面下縁にて得られた．周囲には同属他種やトゲミド

リイシ属Anacropora，トゲキクメイシ属Cyphastrea

などで構成される，静穏かつ比較的堆積物の多い内

湾に特有の有藻性イシサンゴ群集が形成されてい

た．アミトリセンベイサンゴは，これらの群集下方

辺縁部にて直径約3 mの小規模な単一群集を形成し

ていた（図1A）．

形態　今回得られた全ての標本が示す生時の外形

および骨格の形態的特徴は，Veron （1990） による原

記載にて示されている本種の特徴と概ね一致してい

る （図1B； 2A–E）．本種が形成する薄い葉状の群体

は不規則に分岐し，緩やかに上方に反る．微細な肋

（幅約0.1–0.3 mm）は平行かつ直線的に密に並び，

鋸歯および肋側面の顆粒は認められないか，または

極めてわずかに発達する（図1B； 2E）．莢（直径約

3–5 mm） は群体上面のみに散在し，共骨よりわずか

に盛り上がる （＜1 mm； 図2A–B； 2E）．CMNH-ZG 

07853の骨格にはサンゴヤドリガニ科Cryptochiridae

の一種の寄生が見られ，サンゴ骨格が変形して形成

されたカニ瘤が見られた．

備考　類似した形態を示し同所的に出現するウス

イタセンベイサンゴLeptoseris foliosa Dinesen, 1980

とは，莢の大きさ（ウスイタセンベイサンゴは直径

約1–3 mm）と共骨からの突出程度（ウスイタセン

ベイサンゴは突出しない），および肋側面の顆粒

（granulation） の形成度合（ウスイタセンベイサンゴ

では顕著） によって容易に区別し得る．西平・Veron 

（1995）は本種のサンゴ個体は共骨から突出しない

と記述しているが，今回得られた全ての標本（全て

鹿児島県瀬戸内町阿鉄湾内水深31 mの同一群集よ

り採集） では，ほとんどの莢が共骨と比較して盛り

上がって見られた．本形質はVeron （1990） の原記載

には記されていないが，ホロタイプと同一群体から
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図1. アミトリセンベイサンゴLeptoseris amitoriensisの自然下における群体，奄美大島阿鉄湾，水深31 m，

2016年10月2日．A，単一群集概観； B，群体上面拡大．
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図2. アミトリセンベイサンゴLeptoseris amitoriensisの骨格．A，KAUM-CN-7，上面； B，KAUM-CN-7，下

面； C，KAUM-CN-8 （CMNH-ZG-07853の副標本）； D，KAUM-CN-9； E，KAUM-CN-9，莢と肋の拡大；

F，CMNH-ZG 08451（左側の破片）およびRUMF-ZG-04389（右側の破片），共にパラタイプ； G，パラ

タイプRUMF-ZG-04388．矢印hはホロタイプとの接合部，矢印gはRUMF-ZG-04388との接合部を示す．

スケール： A–DとF–Gは20 mm，Eは5 mm．
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得られたパラタイプ （CMNH-ZG 08451） でも共通し

て見られることから，ウスイタセンベイサンゴを含

む同属他種との比較形質として有用であると考えら

れる．

本種の国内での分布記録は，これまでのところ

Veron （1990）が記載したタイプ産地である西表島

網取湾のみであり，ここでは水深50 m前後に大小

の群集が点在する（西平・Veron, 1995; 環境省・い

であ，2010）．原記載においても，「一見して本種と

分かりやすい外見にも関わらず深場での生息のみ知

られることから，本種の生息は深所に限られる」と

推測されている．一方，本報告による奄美大島南部

は，依然として一般的な潜水水深としては深いもの

の，西表島の記録と比して浅い水深からの記録とな

る．国外からは，標本の有無や発見された群体の生

態に関する情報など詳細は示されていないものの，

パプアニューギニアのビスマルク海域（Turak et al., 

2009），インドネシアのラジャアンパット（Veron and 

Turak, 2006）およびスラウェシ島（Fenner, 2001），

マレーシアのカリマンタン島北部（Waheed and 

Hoeksema, 2013），およびフィリピンのカラミアン諸

島 （Veron, 2000; Veron and Fenner, 2000）での生息が

報告されている．また，先島諸島の伊良部島からは

本種の化石が更新世の地層から見つかっている 

（Humblet and Iryu, 2014）．本報告は，本種の分布北

限，かつ奄美群島域からの標本に基づく初の記録と

なる．今後，生息地ごとの環境要因の違いなど，本

種を含む内湾環境に特有なサンゴ群集の生態学的理

解の促進が求められる．

奄美大島沿岸の海洋生態系は複雑に切れ込んだ海

岸線が形成する多くの内湾環境の存在に特徴づけら

れる．本種の生息環境でもあるサンゴ礁域の内湾

は，人為攪乱を受けやすい一方で生物多様性の解明

が遅れている海洋環境の一つでもある．また，本種

は内湾に限らず，弱光かつ静穏な中深度 （mesophotic 

zone）に特異的に出現するが，奄美大島周辺海域で

は中深度サンゴ群集に関する調査はほとんどなされ

ていない．本種の発見は，当海域において，内湾や

中深度サンゴ群集などを含む多様な海洋生態系を対

象とした，イシサンゴ相の調査を早急に進める必要

性を示している．
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